
提言第３号　注射剤によるアナフィラキシーに係る死亡事例の分析

＜事例概要＞

・総胆管結石治療中の 80 歳代女性。病棟で発症。死亡時画像診断（Ai） 有、解剖有。

・原因薬剤は、抗菌薬のワイスタール、ナファタット。

・過去にワイスタール、ナファタットを使用し、嘔吐・意識消失の経験有。

・ERCP（内視鏡的逆行性胆管膵管造影）前に膵炎予防のためナファタット、感染予防
のためワイスタールを点滴投与開始から、17 分後に意識消失しているところを発見。29
分後にアドレナリン1 mg を静脈内注射し救急処置を実施するが、約11時間後に死亡。

事例番号：事例8


